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世界救世教（The Society of Johrei）は、偉大な宗教指導者
である**岡田茂吉氏（1882―1955）**に最も近しく従った弟子
たちによって、1971年に設立されたのである。この会は、日本、
韓国およびブラジルの教会の信徒によって支えられており、そ
の目的は岡田茂吉氏の教えを世界に伝えることのみに捧げられ
ているのである。岡田茂吉氏は、神から与えられた力によって、
霊的および肉体的苦しみから数十万人もの人々を救ったのであ
る。さらに、多くの場合において確実な死の危機から人々を救
い出し、創造主への揺るぎない信仰へと導いたのである。岡田
茂吉氏が昇天してからすでに四半世紀以上が経過しているが、
その教えは今なお私たちの生活のあらゆる面を導き続けている
のである。また、岡田茂吉氏によってもたらされた、神による
癒しの力である浄霊は、現代の疾病のみならず、古くから存在
するさまざまな病に対しても効果を発揮することが実証されて
いるのである。教会の信徒たちは、病に苦しむ人々がその苦難
を克服し、心身の健康を回復できるよう、日々浄霊を実践して
いるのである。

序文

1



浄霊（Johrei）という語は、文字どおりには「霊を浄める
こと」を意味するのである。それは、病気や苦悩を癒し、人
を力づけ、その健全な状態を回復させるために与えられる神
の光であると説明されているのである。浄霊は、実践者の手
のひらを媒介として取り次がれ、祈りを伴って行われるが、
身体への接触や、いわゆる手当て療法のような行為は伴わな
いのである。さらに、霊的治療を含む多くの治療法とは異な
り、浄霊は特別な資格を持つ者だけではなく、一般信者を含
むほとんどすべての人が実践できるものとされているのであ
る。
本書は、浄霊の理論と実践に関する岡田茂吉氏の教えの真

髄を収録したものである。そこには、浄霊が癒しの業として
発揮する広範な働きについて述べられているとともに、浄霊
を単なる信仰治療としてではなく、その背後にある宗教的真
理と教義を理解するための手引きとしての役割も与えられて
いるのである。また、本書を通して、浄霊が神から人類に与
えられた尊い賜物であり、人類救済という神の経綸の中に位
置づけられたものであることを理解していただけるならば幸
いである。
本書は、岡田茂吉氏の主要著作から抜粋した文章を翻訳・

編纂したものであり、その中には**『文明の創造』**と題す
る未完の原稿も収録されているのである。
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岡田茂吉氏は、倦むことなく教えを説き続けた宗教指導者
であるとともに、並外れて多作な著述家でもあったのである。
その著作や講話録は数多くの巻冊に及び、人間の生活と営み
に関わるほとんどあらゆる分野を網羅しているのである。本
書に収められた翻訳は、その膨大な著作の中のごく一部にす
ぎない。しかし、それらを通して、浄霊および地上天国につ
いての岡田茂吉氏の教えが、明確かつ包括的に、そして決定
的な形で示されているのである。
岡田茂吉氏に従う人々にとって、岡田茂吉氏は神の大愛を

体現した存在であったのである。その教導によって、人々は
不信仰という罪から救われただけでなく、神の救済の経綸を
知り、幸福と歓喜に満ちた人生を歩むことができるように
なったのである。私たち信徒の使命は、岡田茂吉氏の教えと、
氏が神より受けた啓示を英語によって世に伝え、さらに将来
は他の諸言語によっても広く紹介することである。それに
よって、信仰、国籍、人種の如何を問わず、より多くの人々
が悔い改めて神の大道に立ち返り、その無限の歓びに浴する
ことができるようになることを願うのである。本書を刊行す
る目的は、岡田茂吉氏の説いた特定の教義への改宗者を増や
し、教団組織を拡大することにあるのではない。私たちはた
だ、浄霊の力と、その力が神への信仰に発するものであるこ
とを広く知っていただきたいのである。もし人がその信仰を
持つならば、浄霊は霊的歓喜と肉体的健康をもたらす普遍的
な救いの力となり、その人の人生を神の御心にかなったもの
とし、やがて地上天国建設への道を歩ませるのである。
日本語の原文を、明快で一貫性のある英語に翻訳する作業

は、予想以上に困難なものであった。そのためには、資料の
調査を行い、原文の意味について幾度も討議を重ね、何度も
文章を書き改めなければならなかったのである。そして、そ
の作業の早い段階において、原文を直訳することが、必ずし
もその真意を正確に伝えるものではないということを知った
のである。
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実際、一語一句を機械的に訳出する直訳は、しばしば著し
い誤解や歪曲を生み、原文の価値を十分に伝え得ないばかり
か、岡田氏の真意を損なう結果となるのである。それは、日
本語と西洋語との間に横たわる思考様式の本質的相違による
だけではない。原文が成立した歴史的・文化的環境の強い影
響によっても、翻訳には多くの困難が伴うのである。した
がって私たちは、原文の字句にのみ忠実であろうとするので
はなく、岡田氏の意図、すなわち岡田氏が伝えようとした意
味を第一に尊重することが最も重要であると判断したのであ
る。
第1部から第3部までは、岡田氏の原著から翻訳されたもの

である。これに対し、序文を含むその他の部分は、編集者で
ある**中村一郎および多田光行**によって執筆されたもので
ある。第1部は二章によって構成され、岡田氏の宗教的思想が
示されている。これらは、浄霊の霊的前提を理解するために
欠くことのできない重要な内容である。第2部もまた二章から
成り、癒しの業としての浄霊の理論を解説するとともに、浄
霊が医学をより人間性豊かなものへと導き、その発展を真の
進歩の道へ向かわせる可能性について論じているのである。
岡田氏は卓越した歌人でもあり、生涯にわたり四千首を超

える和歌を詠まれた。そして、その中から数百首を選び、信
徒が祭典や礼拝において奉唱するものとされたのである。そ
の内容はさまざまであるが、総じて神への感謝を捧げ、神の
創造の御業を讃美し、神の祝福を祈願し、あるいは悔い改め
を求める神の御声に応えるものとなっている。私たちは第3部
に、その中から選んだ和歌を翻訳掲載した。それは、教会の
信徒たちが日々捧げている祈りがいかなるものであるかを
知っていただくためである。
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岡田氏はさらに、祈りが真摯なものであり、神の御救いを
心から願うものであるならば、神は誰の祈りであっても、ま
たいついかなる時であっても、その人が最も自然に語り得る
言葉による祈りを受け入れてくださると説いている。ゆえに
浄霊を実践するに当たっては、各人が最もよく自己を表現し
得る方法によって、自らの言語を用い、さらに自らの宗教的
体験と理解に基づいて祈ることが望ましいのである。
第4部には、編集者によって執筆された三編の論考を収録し

た。これらは、岡田氏の生涯と思想の要点を読者に紹介する
ために準備されたものである。最初に岡田氏の略伝を掲げ、
次いで岡田氏の主要著作を紹介する文献の要約とコメントを
収録した。第三の論考は、**中村一郎**によるもので、岡田
氏の思想における重要概念のいくつかについて簡潔な解説を
試みたものである。私たちは、その中から特に重要でありな
がら、本書の本文では十分に説明されていない九つの用語を
選定した。それらが本文中で詳しく論じられていないのは、
主として岡田氏が、それらの概念については特別な説明を必
要としないものと考えていたためである。
付録Aおよび付録Bに掲載した二編の論文は、研究報告であ

る。その一編は浄霊に関するものであり、他の一編は、岡田
氏が提唱し推進した、純粋な食物を生産することを目的とす
る無施肥栽培に関するものである。これらはいずれも、現在
までに実施された科学的研究の成果に基づく中間報告である。
私たちは、これらの報告が、とりわけ医学、栄養学および農
学の分野に携わる研究者にとって、大いに関心を引くものと
なることを願っている。
本書の編纂に際しては、教団の内外を問わず、多くの方々

から温かい励ましと多大な協力をいただいた。なかでも、
1977年には、サンパウロ大司教であった Paulo Evaristo Arns
（パウロ・エヴァリスト・アルンス）枢機卿より謁見の機会
を賜り、第二バチカン公会議以後におけるエキュメニズム
（教会一致運動）の意義ならびに、信仰生活における祈りの
重要性について示唆に富むご教示をいただいた。
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東京大学名誉教授にして世界的に著名な仏教学者であった
**中村元**博士は、東洋的思考を西洋の知識人社会へ伝達す
るうえで最も効果的な方法について、私たちに多くの示唆と
貴重な助言を与えてくださった。また、『新英語聖書（New 
English Bible）』の共同編集責任者であった**Charles Harold 
Dodd**（チャールズ・H・ドッド）博士は、書簡を通じて聖書
翻訳に関する深遠な見解をお示しくださった。さらに、近年
逝去された上智大学比較哲学・比較文化学教授の**Joseph 
Roggendorf**（ヨーゼフ・ローゲンドルフ）神父もまた、編集
者たちにとって大きな霊感と励ましの源であった。私たちは、
本書の編纂に当たり賜ったこれら諸氏のご厚意とご支援に対
し、深く感謝するものである。
本書の英語版原稿を準備する過程において、私たちは多くの
神学者、宗教学研究者、カトリックおよびプロテスタントの
聖職者をはじめ、医師、外科医、農業科学者の方々にご意見
を求めた。特に、スイスのフリブール大学宗教研究所所長で
ある Richard Friedli（リヒャルト・フリードリ）教授ならびに、
その同僚である Anand Nayak（アナンド・ナヤク）博士、Paul 
Ihara（ポール・イハラ）神父には、原稿草案を精査していた
だき、神学上の基本的諸問題に関して数多くの有益な示唆と
助言を賜った。ここに深く感謝の意を表するものである。さ
らに、比較文化研究者である David F. Casey（デイヴィッド・
F・ケーシー）博士からは、哲学および神学に関する広範かつ
深い学識をご教示いただき、私たちは多大な恩恵を受けた。
本書原稿に対して批判的検討と有益な示唆を与えてくだ

さった数多くの医学研究者の方々のなかでも、私たちは特に、
Hiroshi Takita（瀧田ひろし）博士ならびに、その同僚である
Salvador Harguindey（サルバドール・アルギンデイ）博士に対
し、深甚なる謝意を表したい。瀧田ひろし博士は、米国
ニューヨーク州バッファローの Roswell Park Memorial Institute 
において胸部外科・腫瘍学部門主任の要職にあった。両博士
から寄せられた率直かつ洞察に満ちたご意見は、私たちに
とって計り知れない価値を有するものであり、本書の内容を
より充実したものとするうえで大きな助けとなった。6



農学の分野においては、Hiroshi Hasegawa（長谷川博）博士
が、京都大学名誉教授として、過去十年にわたり無施肥圃場
に関する大規模な研究計画を卓越した指導力のもとに推進し
てこられた。長谷川博士ならびに東大阪市の**Kindai 
University**（近畿大学）の研究者諸氏のご協力がなければ、
無施肥栽培に関する本報告を完成させることは到底不可能で
あった。
このほかにも、私たちは数多くの方々から温かい支援と貴

重な助言をいただいた。ここに、そのご厚意に対し心より感
謝の意を表したい。なかでも、慶應義塾大学名誉教授である
Hatsuo Nakamura（中村初男）博士、弁護士の Yasuhiro Osaki
（尾崎康弘）氏、美術史の専門家である Shigehisa Yamasaki
（山崎重久）氏、かつて American Laboratory および
International Laboratory の編集長を務めた Frederick I. Scott Jr.
（フレデリック・I・スコット・ジュニア）氏、The Japan 
Interpreter 編集者の Tsutomu Kano（鹿野力）氏、ならびに東京
で刊行されている同誌の主任編集者である Patricia Murray（パ
トリシア・マレー）氏には、格別の謝意を表するものである。
また、Yoshiji Komiyama（小宮山義治）氏は、株式会社小宮山
印刷工業所の専務取締役として、本書の制作過程を通じて多
大なご協力をくださった。さらに、挿絵および装丁を担当さ
れた Susie Agoston（スージー・アゴストン）氏にも、深く感謝
したい。これらの方々から寄せられた専門的な助言と技術的
支援によって、本書は現在の形にまとめ上げることができた
のである。しかしながら、多方面にわたる専門家の方々から
多大なご協力をいただいたとはいえ、本書の内容に関する責
任は、すべて私たち編集者自身が負うものである。本書に含
まれる事実認識上の誤り、解釈上の誤り、あるいは文体上・
文法上の不備については、その一切を私たち編集者に帰すべ
きものである。
本書の刊行は、教会の信徒の皆様から寄せられた変わるこ

とのないご支援と励ましなくしては、決して実現し得なかっ
たものである。
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この機会を借りて、私たちは信徒の皆様から寄せられたご
支援と変わることのないご協力に対し、心より感謝の意を表
したい。とりわけ、東京黎明教会の Suzuko Nagashima（長島
すゞ子先生）、韓国・釜山のメシヤ教会（Mesia Kyohwe）の
Bok-soo Chung（鄭福洙先生〈チョン・ボクス〉）、ブラジ
ル・サンパウロのテンプロ・メシアニコ・ウニベルサル
（Templo Messianico Universal）の Minoru Nakahashi（中橋實先
生）、ならびにコミュニダーデ・メシアニコ・ウニベルサル
（Comunidade Messianico Universal）の Minoru Fujii（藤井實先
生）には、特別の謝意を表するものである。
最後に、深い哀惜の念をもって触れなければならないのは、

故辰巳健二先生のかけがえのない貢献である。辰巳先生は、
本会の事務総長として、この大事業の推進に長年献身され、
1979年、50歳で帰幽されるまで、その完成のために全力を尽
くされた。先生は広島で被爆された方であったが、1945年の
原子爆弾投下以後も、浄霊によって与えられた力によって、
実に35年もの長きにわたり自らの使命を果たし続けられた。
その篤い神への信仰は、岡田氏の多くの信徒のなかにあって、
まことに模範とすべきものであった。先生は東京大学で学ば
れた卓越した学識の持ち主であり、将来を嘱望された学問上
の道をあえて中途で離れ、その時間と情熱のすべてを岡田氏
の教えの普及に捧げられた。また、その優れた英語力と、岡
田氏の思想に対する深い理解ならびに鋭い洞察力は、本事業
を進めるうえで計り知れない価値をもつものであった。辰巳
先生は、私たちすべてに深い感銘を与えた信仰の人であった。

中村一郎
多田光行
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はじめに

ブラジル・サンパウロにある私たちの二つの教会には、毎
日千人を超える人々が浄霊を受けるために訪れている。その
人々は都市部からも農村部からも集まり、社会のあらゆる階
層に属している。専門職に従事する人もいれば工場労働者も
おり、博士号を持つ人もいれば初等教育しか受けていない人
もいる。また、男女を問わず、若者から高齢者まで実にさま
ざまである。その社会的背景や民族的背景は多種多様である
が、最も注目すべきことは、そのほとんどがキリスト教徒で
あるという事実である。彼らはイエス・キリストへの信仰を
堅く保ちながらも、その信仰と私たちの教会への帰属との間
に内面的な葛藤を感じているようには見えない。その多くは、
地元のカトリック教会のミサに定期的に参加しながら、同時
に浄霊を実践し、岡田氏の教えを学び続けているのである。
また、ブラジルの教会で毎日行われる礼拝において、会衆が
主の祈りを唱和していることも注目すべき事実である。
ブラジルの信徒の多くは、初めて浄霊を求めて教会を訪れ

たとき、不治の病に悩まされていたり、あるいは極度の精神
的・心理的苦痛に直面していた人々であった。
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そこで彼らは、自らの目の前で驚くべき出来事が起こるの
を目撃した。彼らの間で現れた数々の癒しの奇跡は、まさに
神の御業と呼ぶべきものであった。このような神による癒し
を直接体験したことは、神が手の届かない遠い彼方に存在す
るのではなく、今まさに私たちと共におられることを示す、
何よりも確かな証しとなった。浄霊の霊的な力によって、彼
らは神の慈愛と御力の働きを自ら見、また自ら感じ取ること
ができるようになったのである。浄霊の霊的な力は、彼ら自
身が神の慈悲と力の働きを見、そして感じ取ることを可能に
したのである。
私たちの教会のキリスト教徒の信徒たちは、浄霊を受ける

ようになってから、神を以前にも増して身近に感じるように
なったと語っている。彼らは今なお、自らを罪深く未熟な存
在であると認識している。しかし、かつてのように神に対す
る恐れによって心を縛られることはなくなった。彼らは、神
が罰を下すための神ではなく、愛の神であることを深く理解
しているのである。そして今では、神に対する真の畏敬の念
を抱くようになり、その思いによってますます神に近づこう
としている。また、自らのこの新たな信仰の姿勢によって、
これまで以上に敬虔なキリスト教徒となることができたと語
る人も少なくない。

一神教
南米の信徒たちのこうした姿勢は、決して岡田氏の基本的

な教えに反するものではない。岡田氏は、すべての偉大な宗
教は神の愛の現れであり、人類を救済しようとする神の御意
志の表れであると考えていた。また、教義や儀礼、組織の形
態に違いはあっても、それぞれの宗教はそれぞれの方法に
よって人々を善へと導き、悔い改めを促すという神聖な使命
を果たしていることを明らかにしている。そのため岡田氏は、
信徒が他の主要な宗教に真剣な関心を寄せることを禁じるこ
ともなければ、それを思いとどまらせることもなかった。む
しろ、そうした宗教を深く学び、あるいはその信仰を受け入
れることさえ否定しなかったのである。
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岡田氏は、人類は本来一つの大家族であるという信念を強く抱
いていたため、すでに他の宗教を真摯に信仰している人々を改宗
させることを目的とする布教活動を、特に重要なものとは考えな
かった。岡田氏は、その信仰が真実で誠実なものである限り、人
は自らの信仰を捨てることなく浄霊を実践することができると教
えた。
そして、祈りとともに人の手を通して伝えられる神の癒しの力で
ある浄霊を体験し、その真意を理解することによって、人々の神
に対する信頼と信仰がさらに深められることを、ただひたすら
願っていたのである。
岡田氏の教えはきわめて広い包容性を有しているが、それにも

かかわらず、ブラジルのローマ・カトリック信徒たちがこれをキ
リスト教と両立し得るものとして受け入れたのは、両者の教義の
間に共通する根本的要素が存在したからである。岡田氏が実際に
聖書を読んだこと、あるいは聖書の内容について直接的な知識を
有していたことを示す証拠は、ほとんど存在しない。また、岡田
氏の秘書や側近の中にも、キリスト教はもとより、他の世界宗教
について深い知識を持つ者はほとんどいなかったことが知られて
いる。しかしながら、岡田氏の教えに見られる多くの概念は、ユ
ダヤ・キリスト教の伝統に見られる思想と驚くほど類似している。
たとえば、神、創造、摂理、人間、罪、霊魂などに関する岡田氏
の考え方には、キリスト教の概念と共通する要素が少なくない。
岡田氏は、神がその愛によって宇宙のすべてと、その中に存在

する万物を創造されたと教えた。
しかし同時に、人間は神の御意志に背いたことによって、自らに
計り知れない苦しみを招いたとも説いている。
それにもかかわらず、神は私たちの罪を赦そうとしておられ、す
べての人を救いたいと切に願っておられるのである。
したがって、私たちが救われることを望むならば、悔い改めて神
の道へ立ち返り、究極的には神と一体となることを目指さなけれ
ばならない。
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それは、私たちが神を愛し、その結果として隣人を愛する生き方
をしなければならないということである。
このほかにも、岡田氏の教えには、キリスト教徒はもとより、広
く一般の人々にも理解しやすく、受け入れられる多くの内容が含
まれている。もし浄霊が神の恩寵によって与えられたものである
ならば、それを拒む理由はどこにもない。
さらに浄霊は、取り次ぐ者にも受ける者にも、神の御存在を直接
感じ取らせ、神との深い交わりへと導くものである。
浄霊は宗教的体験の一つの形として、人々の信仰をより広く豊か
なものにしてくれる。それは単に霊肉の健康をもたらすだけでな
く、人をより思慮深く、思いやりに満ちた生き方へと導くのであ
る。

世俗化社会
日本人による浄霊への初期の反応は、ブラジルの人々がごく自

然に示す、神聖性に対する真摯で敬虔な態度と比べると、一般に
それほど敬虔なものではない。この相違は、日本の宗教的環境が
多神教的かつ習合的であることに由来している可能性がある。日
本の主要な二大宗教である神道および仏教はいずれも、唯一にし
て絶対的で、かつ内在的であり超越的でもある存在という観念を
含んでいない。両宗教は長い歴史のなかで共存し、互いに受容し
合い、さらには融合を遂げてきた結果、自然崇拝、氏神、祖先崇
拝が宗教生活の中心的要素として統合されるに至った。日本人が
個人として非宗教的であるというわけでは決してないが、多くの
人々にとっては、唯一の創造主である神という観念はまったく異
質なものである。

*もっとも、このことは、仏教の一部の宗派において、その基本教義の中
に単一の至高存在を認める傾向が見られないという意味ではない。
また、神道においても、一部の神道神学者たちは、神道の神々を唯一神の
さまざまな顕現として解釈する一神教的な見解を展開していることを付け
加えておかなければならない。
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日本史における重要な事実の一つは、世俗化が中世末期ま
でにすでに強固で根深い潮流となっていたという点である。
16世紀半ばよりはるか以前、すなわち聖フランシスコ・ザビ
エルがキリスト教福音を布教するため鹿児島に上陸した時点
においても、すでに世俗的観念は社会に強い影響を及ぼして
いた。さらに、17世紀初頭、徳川幕府によるキリスト教禁令
以後に行われた日本側の奉行とイエズス会宣教師との交渉記
録を見ても、日本人の世界観がいかに合理的かつ現世中心的
であったかが明らかである。
こうした傾向は、徳川将軍による250年以上に及ぶ鎖国の時

代を通じて、ますます顕著になっていった。
そして19世紀半ばに日本が近代化への道を歩み始めると、日
本社会は主として世俗的な性格をもつ社会となったのである。
それにもかかわらず、伝統宗教は、1868年の明治維新によっ
て幕府が倒れ、天皇を中心とする新たな政権が成立した後も
存続した。
また、多くの外国人宣教師の来日により、キリスト教も再び
広まるようになった。
しかし、この時代に見られた新たな現象は、いわゆる「新宗
教」が数多く出現したことであった。
その多くは、伝統的な信仰の変形であるか、あるいは民間信
仰から発展したものであった。
それらはいずれも創造主なる神への信仰を公然と掲げるもの
ではなく、その教義は概して平易で実践的なものであった。
さらに、その基本的な教えは、信者がこの世において受ける
さまざまな利益、すなわち現世利益を重視するものであった。
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第二次世界大戦後、新宗教は再び急速に増加した。敗戦によっ
て深い打撃を受け、極度の貧困や飢餓、さらには病苦に直面して
いた人々の精神的な求めに応えるためであった。
これらの戦後の新宗教も、明治期に現れた新宗教と同様に、主と
して現世利益を重視していた。
しかし、その多くは戦争によって荒廃した経済が復興期を乗り越
え、その後の長期にわたる高度経済成長へと進むにつれて、次第
に衰退していく運命にあったのである。

信仰の内面化
日本の宗教的風土についての以上の概観から、二つの問いが生

じる。第一に、戦後日本社会という文脈において、岡田氏の教え
はいかなる意義を有していたのか。とりわけ、浄霊の癒しの力を
受け手として、あるいは実践者として体験した人々にとって、浄
霊は何を意味していたのかという点である。第二に、多神教的伝
統の中で生まれ育った日本人である岡田氏が、いかにして一神教
的諸宗教と多くの共通点を有する教義を確立し得たのかという問
題である。
ブラジルのキリスト教徒の信徒たちにとっては、神の存在は自

明の真理として受け入れられているため、浄霊によって現れるさ
まざまな効果が神の御力の現れであることに何ら疑問はない。
これに対して、多くの日本人にとって、神の存在は先験的な真理
ではない。知識としては創造主なる神について理解していても、
それだけで神が現実に存在しておられることを確信しているわけ
ではないのである。彼らは意識するとしないとにかかわらず、そ
の存在を裏づける何らかの具体的な証しを求める。苦しみや悩み
を抱えて私たちのもとを訪れる日本人にとって、浄霊の取り次ぎ
によって現れるさまざまな驚くべき出来事は、そうした証しとし
て十分以上の説得力をもつものである。彼らは浄霊を受けながら、
その癒しの力に驚嘆し、かつては希望がないと思われた症状や状
況に明らかな改善の兆しが現れるのを目の当たりにする。
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しかしながら、この最初の衝撃は、真に神への信仰を受け
入れるに至った日本人にとって、長い信仰の歩みの出発点に
すぎない。
多くの場合、浄霊の体験と、その癒しの働きに現れる偉大

な力を自ら体験的に知ることによって、私たちが神と呼ぶ超
越的存在の実在は、次第に否定し得ない確かな証拠となって
いく。しかしながら、大多数の人々は当初、神を祝福を授け
てくださる存在、すなわち繁栄や健康増進といった現世的恩
恵を求める対象以上のものとして理解するには至らない。そ
の段階では、なお自らの幸福と安寧こそが最大の関心事なの
である。
残念ながら、多くの人々は浄霊を癒しの方法としてのみ高

く評価するあまり、神の存在に対する認識をそれ以上深める
ことができない。しかしながら、多くの場合、神は愛そのも
のであるという理解が加わることによって、浄霊による癒し
を体験した人の内面には変化が生じる。このような変化は、
今日ますます多くの日本人の間に見られるようになっている。
信仰を内面化するためのもう一つの重要な手段は実践であ

る。そこには瞑想、慈善活動、他者のために行う善行、そし
て祈りが含まれる。ここでもまた、浄霊による喜びの体験は、
人々をして他者を助けるよう促し、神とその人類への愛につ
いて語るよう導くことが少なくない。岡田氏が本書第二章
「浄霊と覚醒」において説明しているように、人は浄霊を受
けることによって得る恩恵と同じ程度、あるいはそれ以上の
恩恵を、浄霊を施すことによって得るのである。人の手のひ
らを通して神の光を伝えるとき、浄霊の実践者は神の働きの
ための器となるのである。
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浄霊を取り次ぐ者は、自己の思いや感情をできる限り捨て去
り、人を癒すのは自らの力ではなく神の御力であることを深
く心に留めなければならない。また、浄霊によってもたらさ
れるのは肉体の癒しだけではない。取り次ぐ者も受ける者も、
ともに霊的な救いと浄めにあずかるのである。そして、魂が
浄められ、信仰が深まるほどに、その人は神の御用のために、
より大きな働きを果たすことができるようになる。浄霊が真
に普遍的であるのは、聖者や特別な宗教的人物だけでなく、
ごく普通の人々であっても神の光を取り次ぎ、病む人々を救
う働きに参与できるからである。
日本近代思想史においてしばしば論じられてきた重要な問

題の一つは、普遍主義的な思想が日本の土壌に根を下ろし、
何百万もの人々の心をとらえるためには、どのような条件が
必要であるかということである。この問題が提起されるのは、
自由主義、マルクス主義、キリスト教をはじめとする海外か
ら導入された思想体系のいずれも、少なくとも戦前において
は、真に日本に定着したとは言えなかったからである。とり
わけキリスト教が日本社会に深く浸透し得なかった理由は、
その普遍主義的な性格が、日本の伝統的な価値体系に見られ
る特殊主義的な性格と相容れなかったためであると考えられ
ている。
歴史的な観点から見るならば、岡田氏の神の摂理に関する

教えは、日本人の間に内発的な普遍主義思想を形成し、それ
を広めようとした試みとして理解することができる。岡田氏
は、日本人にとって親しみやすい象徴や表現を用い、さらに
浄霊の癒しの力を実際に示すことによって、創造主なる神と
いう観念を人々に深く理解させようとしたのである。この見
方において最も興味深い点は、その試みが、他の思想的ある
いは宗教的伝統に特筆すべき接触や経験をほとんど持たな
かった一人の日本人によって成し遂げられたということであ
る。
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したがって、キリスト教徒および少数のユダヤ教徒、イスラ
ム教徒を除けば、岡田氏の教えを信奉する人々は、日本にお
いて神への信仰を表明する人々の中で、おそらく唯一の有力
な集団であると言っても過言ではない。このことは、いっそ
う注目すべき事実である。

啓示の歴史性
では、岡田氏はどのようにして、日本の伝統の中に直接の

源泉を持たない一神教的教説を打ち立てることができたので
あろうか。その説明として考えられるのは、1926年以降、岡
田氏が神より直接的また間接的に受けた啓示と霊感以外には
ない。岡田氏の教えによれば、神は人類の歴史を通じてさま
ざまな方法で御自身を顕され、また時代と民族に応じてその
運命に働きかけてこられた。神がなぜその時代に岡田氏を選
ばれたのか、私たちには知る由もない。岡田氏自身もその理
由を語ってはいないため、私たちはその教えの内容から推察
するほかないのである。

1926年までに、日本社会はきわめて重大な歴史的岐路に到
達していた。すなわち、右へ進めば軍国主義とファシズム、
左へ進めば社会主義と革命へ向かい、あるいは平和と民主主
義への道を選ぶことも可能であった。国家の前方に迫りつつ
あった大いなる破局を回避するためには、人々が悔い改めて
神の御もとへ立ち返らなければならないことを、日本国民に
告げ知らせるために、神はその決定的な時点において岡田氏
をお用いになったのかもしれない。
注目すべきことに、岡田氏は第二次世界大戦が始まる以前

から、枢軸国（日独伊三国同盟）の敗北を予言していた。さ
らに戦後には、その敗北は決して不幸な出来事ではなく、日
本民族に対する神の浄化の働きであったと説き、日本国家に
とって積極的な意味をもつものであると述べた。
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その惨禍は、神の悔い改めへの呼びかけに耳を傾けなかった
日本人に対して要求された代償である、と彼は述べた。それ
はまた、平和と民主主義の理念に基づいて国を再建するため
に、再び協力し合う新たな機会という希望をもたらすもので
もあった。言い換えれば、神は日本とその国民を救おうとし
ており、岡田氏はその再建を霊的に導く神の代理人として選
ばれた、というのである。
岡田氏の使命は、一国民の精神的向上を図ることにとどま

るものではなかった。岡田氏は神意によって、差し迫った神
の審判と、人類を自己破滅から救おうとする神の御意志とを
全世界に伝える使命を与えられていたのである。岡田氏によ
れば、その審判を乗り越えるためには、まず各人が自己の内
面を根本から方向転換し、再構築しなければならない。さら
にその上で、戦争、病気、貧困という諸悪を取り除くために、
人類文明そのものを方向転換し、再編成しなければならない
のである。岡田氏が構想したのは、物質的側面と精神的側面
とが完全な均衡を保ち、西洋文化と東洋文化とを積極的かつ
建設的に統合した新しい文明であった。東洋文化を基盤とし
ながら、半世紀に及ぶ工業化を通じて西洋の実践的知識を吸
収してきた日本は、そのような文化融合の役割を担う上で、
きわめて適した国であったのかもしれない。
岡田氏は自らの言葉が神の御啓示によってもたらされた神

示に基づくものであると述べているが、厳密にいえば、その
教えのすべてが直接の啓示に基づいているわけではないので
ある。しかしながら、『略伝』（161頁以下）に記されている
彼が受けた神示は、彼の人間観および世界観全体を根底から
一変させるほどの重大な影響を及ぼしたのである。

18



この結果として、岡田氏自身の信条としての発言と、岡田氏
を通じて人類に伝えられた神の御言葉とを、明確に区別する
ことは極めて困難となっているのである。しかしながら、彼
が遺した著作全体を通観すれば、神およびその本質と御経綸、
差し迫る神の審判と地上天国の実現、浄霊の救済力、ならび
に霊界に関する言及は、そのすべてが直接的な神示に由来す
るものであることが示されている。一方で、人間文明、医療、
自然農法に関する多くの教えは、瞑想ならびに神的霊感の結
果として得られたものであると考えられる。また、特定の疾
病の診断および治療に関する具体的事項や、道徳・倫理・社
会生活・人間関係に関する諸論については、岡田氏自身の知
見と経験に基づくものであることはほぼ確実である。
岡田氏の教えを分析し、体系的に整理することを困難にし

ている要因の一つは、同一の思想を相手や状況に応じて異な
る表現で説く傾向にあったことである。岡田氏は、相手の理
解力や信仰の深さ、さらにはその時々の状況を考慮しながら、
一つの真理をさまざまな角度から語った。少数の信徒に対し
ては浄霊の霊的意義について深く論じることができたが、信
仰に接したばかりの人々には、その身体的作用についての説
明にとどめることが少なくなかった。この方法は、より抽象
的な宗教概念を理解し得ない人々に浄霊を伝えるうえでは有
効であったが、一方では誤解を生む原因ともなった。その結
果、一部の人々は地上天国を単なる理想郷（ユートピア）と
して理解するようになった。さらに深刻なことには、本来霊
的平安を意味する教えが、物質的報酬や現世的利益への期待
と結び付けられて受け取られるようになったのである。
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岡田氏は晩年、『文明の創造』を執筆した。その目的は、信
徒の間に生じていた教義上の誤解を正すとともに、本教が何
を目的とし、いかなる存在理由を有し、また神の御言葉を広
めるという使命を担っているのかを、広く人々に明らかにす
ることにあった。

癒しの業
岡田氏は約四半世紀にわたる精力的な癒しの業を通して、

文字どおり数十万人に及ぶ人々を救済した。その中には、死
の危機に瀕していた者や、植物状態に陥る寸前であった者も
少なくなかった。岡田氏が用いた方法には、キリスト教にお
ける癒しの働きと共通する点がいくつか見られる一方で、相
違点も存在する。
岡田氏は、キリスト教における癒やしと同様に、言葉と祈

りの重要性を強調したが、身体への接触は不要であるとして
退けた。
彼は、かつて東洋・西洋を問わず広く実践されていた治療法
としての「手当て（therapeutic touch）」の存在を認識してお
り、神は人間を創造した際、その手に特別な治癒能力を与え
られたと教えた。
（日本語の「手当て」という言葉は文字どおり「手で触れる
こと」を意味する。また、英語の treatment やドイツ語の
Behandlung も、本来は「手で扱うこと」を意味している。）
岡田氏は按手（手を置いて祈ること）の有効性を否定したこ
とはなかったが、彼が伝えた治療法である浄霊は、それとは
いくつかの点で異なっている。
浄霊とは、施術者が手のひらを病者の患部からおよそ1フィー
ト（約30センチメートル）離してかざし、その手のひらを通
して神の光を患者の身体へと取り次ぐ方法である（挿図参
照）。
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←浄霊を取り次ぐ者は、手のひらを患部から約30センチほど離した位置に
保つ。

按手による癒やしの場合と同様に、浄霊を施す者にとって極め
て重要なのは、自分が単に神の道具（媒介者）にすぎず、自分
自身の力を伝えているのではないということを十分に認識して
いることである。
したがって、その手は完全に力を抜いて自然な状態に保たれな
ければならず、一方で心は患者の健康と幸福に集中していなけ
ればならない。
キリスト教の癒やしの奉仕では、しばしば司祭や牧師に導か

れた信徒の集団が祈りを捧げる。
これに対して浄霊では、施術者と受ける人が、浄霊の前後に祈
りを行う。
受ける人が信者である場合には、その人もともに祈りに参加す
る。
浄霊は通常、一対一で行われるが、ときには複数の信徒が祭壇
の前に集まり、互いに浄霊を取り次ぎ合うこともある。
また岡田氏は、一定の資格を持つ教師や聖職者に対して、特定
の機会に集団浄霊を行うことを認めていた。
そのような場合、司式者は腕を伸ばし、手のひらを弧を描くよ
うに動かして、会衆全体に向けて浄霊を取り次ぐのである。
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その動作は、キリスト教の司祭やユダヤ教のラビが祝福を与
える際の所作に似ているが、浄霊の集団施術はそれよりも長
く、通常10分から15分ほど続けられる。
さらに、浄霊が他の霊的治療法と根本的に異なる点は、十分
な訓練を受けていない一般信徒を含め、ほとんど誰でも実践
できるということである。
たとえば按手による癒やしは、多くの場合、司祭や牧師など
聖職者の聖礼的な役割として保持されている。
浄霊もまた一種の聖なる行為（サクラメント）であるが、そ
れは神からすべての人々に与えられた賜物として理解されて
いる。
したがって、誰でも浄霊を取り次ぐことができる。そして、
その実践者が当初は浄霊の効力や神の存在そのものについて
疑いを抱いていたとしても、浄霊はなお働くのである。
岡田氏は、浄霊とは神の愛と赦し、そしてこの移行期にお

いて人類を救おうとする神の御意志を象徴するものであると
説明している。
浄霊は、この文明の終焉と新しい文明の建設に備えるために、
人類に与えられた神からの賜物である。
この前例のない大事業に参与するためには、人は霊的にも肉
体的にも清らかでなければならない。
浄霊は浄化の力であると同時に、私たちを真の健康と完全性
へ導く信仰の手段でもある。
その意味と働きは、身体的な病気、精神的障害、あるいは霊
的異常を治療する特定の方法という枠をはるかに超えている。
浄霊は身体・心・魂の全体を癒やすだけでなく、人間の魂を
目覚めさせ、神という絶対的実在へと導く助けとなるのであ
る。

浄化（Purification）
岡田氏の癒やしに関する教えは、宗教の領域をはるかに超

えた広がりを持っている。
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岡田氏は、健康を霊的側面と同時に身体的側面からも捉える
ために、「浄化」という概念を導入している。浄化とは、身
体および魂の中に存在する異物的な不純物を取り除くために
神が与えた働きである。これらの不純物は、霊的な側面では
「曇り（clouds）」として、また物質的な側面ではその対応物
である「毒素（toxins）」として説明されている。そして、
「曇り」と「毒素」の両方が、浄霊の理論を支える重要な要
素として位置づけられている。
人は生きていく過程で、避けることのできないさまざまな

不純物を体内に蓄積していく。それらは身体のあちこちにた
まり、生命力を弱めたり、身体の正常な機能を乱したりする
傾向を持つ。しかし幸いなことに、人間の身体には、こうし
た異物的な不純物が飽和状態に達して生命そのものを脅かす
前に、それらを排除する能力が備わっている。この自然の働
きこそが「浄化」と呼ばれるものであり、それは神が人間に
与えた数多くの恩恵の一つである。体内の不純物が排出され
るにつれて、人はその分だけ健康になっていく。しかしなが
ら、この浄化の過程には通常、病気に伴うものと考えられて
いる症状が現れる。すなわち、発熱、痛み、せき、下痢など
である。こうした不快な症状を伴うために、人々は長い間、
浄化が健康維持にとっていかに重要な働きであるかを十分に
理解できずにきたのである。
岡田氏は、浄化の働きを抑え込んではならないと説いてい

る。確かに浄化にはさまざまな不快な症状が伴う。しかし、
その過程を人為的に妨げるのではなく、自然な経過に委ね、
体内に蓄積した不純物が排出されるに任せるべきであると述
べている。つまり、浄化によって生じる症状を単に病気とし
て抑制しようとするのではなく、それを身体が本来持つ排
泄・回復の働きとして理解し、体内にたまった不純物が外へ
排出されるよう見守ることが大切である、と岡田氏は考えた
のである。
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浄霊は、霊的な「曇り」を取り除き、身体の「毒素」を排出
することによって、浄化の働きを促進するとされている。し
かもそれは、できるだけ自然な形で、苦痛や不快感を最小限
に抑えながら行われると岡田氏は説明している。そして、不
純物が完全に取り除かれるならば、もはや浄化は必要なくな
り、人は真の健康を達成することができるのである。
一方で、もし浄化の過程を抑え込めば、それに伴う症状は

消えるかもしれないが、それはあくまでも一時的なものであ
り、後になって深刻な結果を招くことになると岡田氏は述べ
ている。発熱を下げたり、痛みを和らげたり、せきや下痢を
止めたりすることは、人工的な手段によって技術的には容易
である。しかし、それは多くの場合、不純物の排出を妨げる
ことを意味する。本来備わっている身体の自己浄化作用が妨
げられると、身体の中にはさらに多くの「曇り」と「毒素」
が蓄積されていくことになる。岡田氏によれば、そのような
抑圧の長期的な影響は計り知れない。それは数か月後、ある
いは数年後になって重い病気や苦しみとなって現れる可能性
があり、さらには子孫にまで影響を及ぼすことさえあるとい
う。彼は、浄化を抑え続けることによって、容易には対処で
きない複雑な症候群や疾病が急増する危険があると警告して
いた。 私たちは、岡田氏の「浄化」の概念が、病気の発生
過程という難解な問題を理解するうえで重要な手がかりを提
供していると考えている。病原菌の発見から発がん機構の研
究に至るまで、現代医学は人間の生物学的存在に関する数多
くの謎を解明するうえで驚くべき進歩を遂げてきた。それに
もかかわらず、なお多くの根本的な問題は未解決のままであ
る。たとえば、なぜ同じ病原菌にさらされても発病する人と
発病しない人がいるのだろうか。また、なぜ同じ発がん性物
質に曝露されても、ある人には悪性腫瘍が生じ、別の人には
生じないのだろうか。
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たとえば、同じ伝染病の流行や食中毒事件においても、なぜ
被害者の症状や重症度には大きな差が生じるのであろうか。
こうした疑問をはじめ、同様に説明の難しい多くの問題は、
細菌・ウイルス・発がん物質が「毒素」と「曇り」の存在す
る環境において活性化されると考えることによって、少なく
ともよりよく説明できるかもしれない。この点についてのさ
らに詳しい考察は、第3章に譲りたい。そこでは岡田氏が、浄
化の概念およびそれに関連する諸思想について詳しく論じて
いる。ここでは、岡田氏の「曇り」と「毒素」の役割に関す
る仮説が、抗生物質耐性菌にどのように対処すべきか、感染
症に対する免疫をどのように獲得すべきか、そして何よりも
真の健康をどのように実現すべきかという、古くからの重要
な問題に新たな光を投げかけていることを指摘するだけで十
分であろう。

異物（Alien Substances）
岡田氏は、人体に蓄積する異物的な不純物の主要な原因とし
て、本来人間が摂取することを意図されていない物質を挙げ
ている。それには、食品添加物、農薬や化学肥料などの農業
用化学物質、医薬品、その他神が食物ではないと定めた物質
が含まれる。こうした物質は一度体内に取り込まれると、完
全には代謝されたり排出されたりすることができず、時間の
経過とともに毒性的な性質を帯びるようになると岡田氏は考
えた。そのため彼は、人が口にするものの純粋さを極めて重
視し、薬品や医薬品、すなわち化学成分を含むあらゆるもの
の使用に対して警鐘を鳴らした。また、肥料は植物に吸収さ
れ、その結果として人体に有害な毒性残留物を残すと教えた。
そして、純粋な食物を生産する方法として彼が推奨したのが
「自然農法」である。自然農法とは、いかなる種類の肥料も
農薬も使用しない栽培方法である。
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岡田氏の薬剤乱用に対する警告は、過去よりもむしろ未来に向け
られたものであった。医学の歴史は極めて古いが、人々が今日のよ
うに大量の医薬品を使用するようになったのは、わずかこの一世紀
ほどのことである。抗生物質、化学療法剤、その他の強力な薬剤が
登場したのも、ほんの数十年前に過ぎない。これらの薬剤について
は、その安全性を確認するためにさまざまな試験が行われている。
しかし、現代の医薬品を長年にわたって服用した場合、それが将来
どのような影響を人体にもたらすのか、あるいは将来世代の遺伝子
にどのような影響を及ぼすのかについては、誰も確実には知り得て
いない。岡田氏は、人類が神によって人間のために創造されなかっ
た物質を摂取し続けるならば、やがて滅亡へ向かうであろうと予言
した。
今日では、医療行為や医薬品は、副作用や遅発性反応を引き起こ

すものとしてしばしば批判の対象となっている。その批判の中には
事実に基づくものもあるかもしれない。しかし、その多くは客観的
かつ建設的な批判というよりも、誇張された感情的な非難である場
合が少なくない。岡田氏は、そのような表面的な次元で医学を批判
しようとしたのではなかった。岡田氏は、医学史における数々の偉
大な成果に対して深い敬意を抱いていたのである。また、科学技術
の成果全般についても、それらは神の摂理が展開される過程におい
て積極的な役割を果たし、人類の知識と文明の発展を推進してきた
と考えていた。岡田氏が唯一問題として提起したのは、人間を霊肉
一体の存在として捉える必要性であった。そして身体に備わる浄化
作用を、克服すべき欠陥や障害としてではなく、神から与えられた
尊い恩恵として理解すべきであるという点であった。
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岡田氏は、「浄化」という考え方を病気の発生や経過に関す
る理解の中へ取り入れることによって、医学研究者たちが理論
研究や臨床研究において新たな地平を切り開くことができるよ
うになることを期待していた。つまり彼は、病気を単なる異常
や障害として捉えるだけでなく、身体が本来備えている浄化の
働きという視点からも考察することで、医学はさらに発展し、
新しい知見や治療法の可能性を見いだせるようになると考えて
いたのである。

自然農法
岡田氏は、人間の生命を維持し、健康を保ち、さらに各人が

自己の使命を果たすために必要な食物を生産する方法として、
自然農法を提唱した。岡田氏によれば、神は土壌に食物を生産
する役割を与え、その使命を果たすために必要な性質をあらか
じめ備えさせたのである。したがって農業において最も重要な
ことは、土壌が本来持つ力を十分に発揮させることであり、逆
に言えば、土壌本来の養育力を妨げるものを避けることである。
岡田氏が自然農法を提唱したのは、実質的には、自然の力では
なく人工的な力に過度に依存している近代農業のあり方を再考
するよう人々に促すためであった。ここで注意すべきことは、
自然農法が有機農業とは異なるという点である。今日、多くの
国々において食品生産への化学物質使用に対する懸念が高まり、
有機農業への関心も広がりつつある。しかし自然農法はさらに
一歩進み、堆肥や厩肥（きゅうひ）さえも使用しない。もちろ
ん、これは自然農法がすでに完全な形で確立されていること、
あるいは常に実行可能であることを意味するものではない。地
域の条件や作物の種類によっては、この独特な農法を実践する
うえで多くの技術的・実際的課題が存在する。しかしながら、
農業科学者たちの協力を得ることによって、その大部分は解決
可能であると考えられる。
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すでに日本の農学者たちのグループが、京都地域において自
然農法によって管理されているいくつかの圃場の研究を行っ
ている。その研究成果は、本書付録の「自然農法に関する研
究報告」に要約されている。岡田氏の信徒である私たちは、
岡田氏の農業に関する思想が、未来の農業に対する重要な

示唆として広く認識されることを心から願っている。自然農
法は、人間の健康に理想的な純粋な食物を生産し得ることを
実証しているだけでなく、資源を節約し、環境を汚染しない
という特長を備えている。第4章「自然農法」および付録の
研究報告でも述べられているように、この農法には明確な利
点が存在する。例えば、無肥料・無農薬の田で栽培された稲
は、いもち病に対して強い抵抗力を示す。また、施肥された
田の収穫を壊滅させることさえあるウンカ類の大量発生にも
強い耐性を示すのである。この事実は、とりわけ農学者、生
物学者、さらには医療科学者にとっても大きな関心を呼ぶも
のであろう。
浄霊と同様に、自然農法もまた、文明を自然の軌道へと回帰
させるために岡田氏が示した数多くの方法の一つに過ぎない。
本書は宗教、医学、農業に焦点を当てているが、岡田氏の教
えはさらに広範な人間活動の領域に及んでいた。そこには政
治、経済、教育、芸術なども含まれている。岡田氏は一貫し
て、現代における最も根本的な課題、すなわち人類文明を自
己破壊からいかにして救うかという問題に取り組んだ。岡田
氏が提示した真理は、しばしば「中道」と表現される。その
意味するところは、真理とは霊的であると同時に物質的でも
あるということであった。

28



中道とは、人類文明を真に普遍的で完全な均衡を備えた文化
へと統合しようとするものである。人間を神が本来意図され
た存在の質と目的へ近づけるためには、科学と宗教とが完全
に融合されなければならない。
専門家の立場から見れば、岡田氏の教えの中には洗練を欠

いているように思われる部分もあるかもしれない。また、
1950年代初頭から相当の年月が経過していることを考えれば、
その観察の一部は今日では必ずしも妥当ではないものもある
であろう。それにもかかわらず、私たちは読者が岡田氏の
メッセージの真髄を理解しようと努められることを願ってい
る。なぜなら、その内容は看過するにはあまりにも深遠であ
り、また緊急性を帯びているからである。もし読者が先入観
や既成概念からできる限り自由になることができれば、本書
に含まれている全く新しい思想や真理の一端を理解し始める
であろう。そして、もし岡田氏の教えのいずれかの部分が神
学者や科学者によってさらに研究・検討されることになるな
らば、本書を刊行した私たちの目的の一端は達成されたこと
になるのである。
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第一部
救済への道

（THE ROAD TO SALVATION）



第1部において最も重要なメッセージは、地上天国の到来が
切迫していることについて岡田氏が受けた啓示である。神は
人類の歴史を通じて幾度となく御自身を顕し、人類を救済し
ようとする御意志を示してこられた。世界の諸大宗教の聖典
には、神の啓示とともに、人類が神の示された道へ立ち返る
べきことが説かれている。しかし私たちは神の悔い改めへの
呼びかけに応えることができず、その結果として悪はますま
す人間生活の深部に浸透し、ほとんど制御不能な状態にまで
至っている。今や世界文明の歴史は重大な岐路に立たされて
おり、その進む方向によって、人類が滅亡への道を歩むのか、
それとも過ちを乗り越えて永続的な平和と幸福を実現するの
かが決定されようとしている。このような時にあたり、神は
その無限の愛と力を再び示し、岡田氏に浄霊の知識を授けら
れたのである。ここで岡田氏は、浄霊を何よりもまず神から
与えられた神聖な賜物として説いている。それは、人々が真
の愛の実践を行い、神の御存在を体験することを可能にする
ために与えられたものである。岡田氏によれば、浄霊には施
術者と受ける者の双方を謙虚にし、自らの罪を悔い改めへと
導く力がある。そして悔い改めた者は罪を赦され、真・善・
美に満ちた新しい世界、すなわち神の御心が完全に実現され
る地上天国建設の聖なる業に参与することを許されるのであ
る。その時、人類文明は霊的なものと物質的なものとの完全
な均衡を回復し、人間の魂は神にますます近づき、ついには
救済と神との合一にふさわしい状態へと高められるのである。

― 編者より。
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